
学校における働き方改革は、

３⃣ どのように、推進するの？

２⃣ なぜ、推進するの？

１⃣ どこを目指すの？

本日の流れ ☞ 目指す子供たちの姿（子供像）を実現するために
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県公立学校における働き方改革推進計画の着実な推進

● 業務改善・業務の適正化
（学校の運営・指導体制の充実）

■ 働き方改革とメンタルヘルス対策の
一体的な取組

● メンタルヘルス対策の推進

３⃣ どのように、推進するのか？
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●フィジカルケア
●メンタルケア

「（運動競技において）最高の能力を発揮出来るように精神面・肉体面・健康面
などから状態を整えること。」（厚生労働省のe-ヘルスネットより）

×
〈教育公務員特例法 第21条〉

教育公務員は、その職責を遂行するために、
絶えず研究と修養に努めなければならない。

◆ 研 修

♪
♬

♪
♬

３⃣ どのように、推進するのか？ ● メンタルヘルス対策の推進
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メンタルヘルスとは体の健康ではなく、こころの健康状態を意味します。

体が軽いとか、力が沸いてくるといった感覚と同じように、

心が軽い、穏やかな気持ち、やる気が沸いてくるような気持ちの時は、

こころが健康といえるでしょう。

メンタルヘルスとは

（出典）厚生労働省：メンタルヘルスとは より抜粋
https://www.mhlw.go.jp/kokoro/mental_health_day/amh.html

３⃣ どのように、推進するのか？ ● メンタルヘルス対策の推進
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健康とは、病気でないとか、弱っていない
ということではなく、
肉体的にも、精神的にも、そして社会的にも、
すべてが満たされた状態にあること

身体
（肉体的）

こころ
（精神的）

社会

健康の定義（WHO憲章）

３⃣ どのように、推進するのか？ ● メンタルヘルス対策の推進
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◆ 教職員＝学校経営の最重要資源

【資料】経済産業省「健康経営オフィスレポート」より抜粋
https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/healthcare/downloadfiles/kenkok
eieioffice_report.pdf

● 健康を保持・増進する７つの行動 

☞ 教職員の心身の健康＝学校の活力

●フィジカルケア
●メンタルヘルスケア

３⃣ どのように、推進するのか？ ● メンタルヘルス対策の推進
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☞ No.８～No.11 メンタルヘルス対策関連

３⃣ どのように、推進するのか？ ● メンタルヘルス対策の推進
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・一次予防
☞メンタルヘルス不調の未然防止

・二次予防
☞メンタルヘルス不調の早期発見

・三次予防
☞メンタルヘルス不調となった

職員の職場復帰の支援等
  （復職支援プログラム）

✓セルフケア
☞ 職員自身  ★気づく・つながる

✓ラインによるケア
☞ 管理職  ★気づく・つながる・つなげる

✓事業場内産業保健スタッフ等によるケア
☞ 産業医や衛生管理者、保健師等

✓事業場外資源によるケア
☞ 事業場外の機関・専門家

☞ 教職員の心身の健康＝学校の活力

◆ 教職員＝学校経営の最重要資源

メンタルヘルスケア
   ●３つの段階（目的による分類）    ■４つのケア（実施主体による分類）

・健康診断
・ストレスチェック
・衛生委員会 等

● メンタルヘルス対策の推進３⃣ どのように、推進するのか？
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https://kokoro.mhlw.go.jp/i
mprove_work_environment/

【動画の内容】

（1）職場環境等へのアプローチのポイント

（2）職場環境の改善５つのステップ

ステップ1. 職場環境等の評価

ステップ2. 職場環境等のための組織づくり

ステップ3. 改善計画の立案

ステップ4. 対策の実施

ステップ5. 改善の効果評価

● 動画で学ぶ「職場環境等の改善」（厚生労働省）

【引用】働く人のメンタルヘルス・ポータルサイトこころの耳【引用】働く人のメンタルヘルス・ポータルサイトこころの耳

● こころの耳 5分研修シリーズ（厚生労働省）

https://kokoro.mhlw.go.j
p/fivemin/

【動画の内容】

・セルフケア＜全般＞ ・同僚によるケア

・セルフケア＜労働者自身の状況＞ ・セルフケア＜シーン＞

・セルフケア＜職種・働き方＞ ・ラインによるケア

・職場のメンタルヘルス対策
 １ 職場のメンタルヘルス対策のための体制づくり
 ２ 職場のメンタルヘルス対策における

安全配慮義務のポイント

・ストレスチェック

★『労働安全衛生管理体制の整備』に向けた動画等 （参考資料）

● メンタルヘルス対策の推進３⃣ どのように、推進するのか？
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【引用】 厚生労働省： 「事業場におけるメンタルヘルス対策の取組事例集」より抜粋

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000055195_00007.html

【引用】文部科学省：学校における労働
安全衛生管理体制の整備のために
（リーフレット）

https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/de
tail/__icsFiles/afieldfile/2019/03/29/1414486_1.pdf

「事業場におけるメンタルヘルス対策の取組事例集」
（厚生労働省）

校内研修シリーズ No.132
（動画：約31分 PDF資料あり）

【引用】校内研修シリーズNo.132 
https://www.nits.go.jp/materials/intr
amural/132.html

労働安全衛生管理は、それを実践することが
目的ではありません。

本動画では、教職員の健康問題に起因する学
校経営を適切に運営するにあたり、留意するべ
き点について、具体的に解説していきます。

★『労働安全衛生管理体制の整備』に向けた動画等 （参考資料）

● メンタルヘルス対策の推進３⃣ どのように、推進するのか？
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【資料】
https://www.kouritu.or.jp/okinawa/content/fil
es/onlinemenntarusoudanhenkou.pdf

【資料】『福利おきなわ』令和6年5月 第106号 より抜粋
https://www.kouritu.or.jp/okinawa/content/files/hukuriokinawa106gou.pdf

★ 公立学校共済組合 健康相談事業について（参考資料）

● メンタルヘルス対策の推進３⃣ どのように、推進するのか？
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    目に見える
意見・主張 等々

氷山モデル 経験

感情

価値観

対話

目に見えない
背景・要因 等々

 相互理解・尊重

お互いに尊重し
一緒に考える

聴く、訊く、聞く 海面

  率直に意見を伝え合える「チームとしての学校」

◆ 教職員＝学校経営の最重要資源

● 良好な人間関係の構築３⃣ どのように、推進するのか？
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● 良好な人間関係の構築３⃣ どのように、推進するのか？
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☞ 具体的な子供たちの姿（表情）を共有する。

 ★ 目的の明確化 ☞ ゴールのイメージを決定・共有

例えば・・・

◆「うちの学校で、〇〇〇〇〇〇！」

卒業式（修了式）の日、
どんなコメントを期待していますか？

３⃣ どのように、推進するのか？ ● 業務改善・業務の適正化
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◆ 各学校で初年度の評価・検証 現状の把握

◆ データで可視化
（各学校）

成果と課題を
データ等で可視化

３⃣ どのように、推進するのか？ ● 業務改善・業務の適正化
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◆ データで可視化（各学校）

〈４段階評価〉
A：当てはまる
B：ある程度当てはまる
C：あまり当てはまらない
D：当てはまらない

A,B
肯定的回答

３⃣ どのように、推進するのか？ ● 業務改善・業務の適正化
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土日、祝日含む

◆ データで可視化（各学校）

３⃣ どのように、推進するのか？ ● 業務改善・業務の適正化
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◆ データで可視化（各学校）

 

◆ 全職員で対話を通した検証
☞「３軸・６視点」の実感の向上を図る

各取組についての成果や課題等

★ 各成果指標の結果分析を
 

 職員一人一人が自分事として捉え、
主体的に関わり、率直に意見を述べ合う等

 全職員で対話 を通して検証していく
 

 時間と場の設定が大切

✓ 各成果指標の結果を分析

☞ すべて良好、いずれか良好、すべて課題 等々

✓ 各取組を検証
☞ 期待する成果は得られたのか？

成果や課題の要因は？
新たな課題はあるのか？ 等々

◆ 次年度計画の検討
・働き方改革の各取組を踏まえた

各教育活動の在り方や取組方法の検討 等々

 ☞「ピースフル・プラン」
 「ピース・リスト２０２３」等の活用

 対話

◆ 次年度計画の検討（改善）

３⃣ どのように、推進するのか？ ● 業務改善・業務の適正化
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◆ 次年度計画の検討（改善） ☞ 八重山地区教職員働き方改革推進アクションプラン

３⃣ どのように、推進するのか？ ● 業務改善・業務の適正化
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業務改善・業務の適正化のポイント

児童生徒の
ウェルビーイング

向上

取組

教職員の
ウェルビーイング

向上

☞ 学校の指導・運営体制の充実

◆ 次年度計画の検討（改善）

✓  何に取り組み、どんな成果を得るのか

✓ 「部分最適」でなく「全体最適」で考える

時間・労力・費用 等々
に見合う成果が得られるか

３⃣ どのように、推進するのか？ ● 業務改善・業務の適正化
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効率的でない効率的

やり方を変える継続する効果的

取組そのものを見直す効果的でない

★「効果的」の視点による業務改善
☞ 「こうあるべき」に捉われない

□ 現在の状況を確認 □ 課題の発見・明確化

対話

職員一人一人が
自分事として捉え、
主体的に関わり、
率直に意見を述べ合う

◆ 次年度計画の検討（改善） 業務改善・業務の適正化のポイント

３⃣ どのように、推進するのか？ ● 業務改善・業務の適正化
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◆ 次年度計画の検討（改善）

（ピース・リストNo8）
□ 毎月、どの教師が、どのような理由で、上限指針で定められた上限時間（月45時間以内）以上の

時間外在校等時間となっているかを把握し、 改善に向けた具体的な手立てを講じていますか？

（ピース・リストNo３９）
□ 標準授業時数を大幅に上回って（年間1,086単位時間以上）教育課程を編成している場合には、

指導体制に見合った計画となるよう点検し、見直しを行いましたか？

（ピース・リストNo４０）
□ 学校行事の教育的価値を検討の上、精選・重点化を図りましたか？

（ピース・リストNo１５）
□ 学校内の連絡をデジタル化していますか？

□ 教師と保護者間の連絡をデジタル化していますか？

（ピース・リストNo４４）
□ 保護者や地域住民等の理解・協力を得ながら取組を進めていくため、学校運営協議会等の場で

働き方改革を議題として取り扱いましたか？

（ピース・リストNo４９、No５０）
□ 学校において、部活動ガイドラインが遵守されていますか？（中学校のみ）

全国共通の項目（文部科学省資料より抜粋） ※ 文部科学省 働き方改革振り返りシート
 https://www.mext.go.jp/content/20240726-mxt_zaimu-000037162_8.pdf

次の項目を確認 ☞ 課題の発見・明確化

３⃣ どのように、推進するのか？ ● 業務改善・業務の適正化
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● 年間授業時数（上限1,085時間以内）の検討、教育課程のを見直し

週当たり単位時間年間授業日数年間の週数年間授業時数
25.4200日程度40週

1,015 26.7190日程度38週
29.0175日程度35週
26.3200日程度40週

1,050 27.6190日程度38週
27.1200日程度40周

1,085 28.6190日程度38周

☞ 年間授業時数と週当たり単位時間のシミュレーション（例）

◆ 次年度計画の検討（改善）

３⃣ どのように、推進するのか？ ● 業務改善・業務の適正化

69



・年間授業時数
１０１５の場合

計算上
☆年間３５週計画
☞ 週２９コマ

★年間３８週計画
☞ 週２７コマ
（週３日５時間）

令和4年度教育委員会における学校の働き方改革のための取組状況調査結果の概要より抜粋
https://www.mext.go.jp/content/20221223-mxt_zaimu-000026953_6.pdf

柔軟な時間割編成
（日課表）の工夫
（ピース・リスト2023）

★ 全国の実践例３⃣ どのように、推進するのか？
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令和4年度教育委員会における学校の働き方改革のための取組状況調査結果の概要より抜粋
https://www.mext.go.jp/content/20221223-mxt_zaimu-000026953_6.pdf

校務分掌等の工夫

柔軟な時間割編成
（日課表）の工夫
（ピース・リスト2023）

★ 全国の実践例３⃣ どのように、推進するのか？

※県内の小学校でも
一部教科担任制
チーム担任制等の
実践が見られる
ようになりました。
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◆ 県内の事例（小学校）

① 教科担任制（算数・体育等）
一部教科担任制・学年担任制の導入

② 週時程の見直し（週27コマ設定）

③ 通知表の見直し（個票の導入）

④ 最小限の予備時数（授業時数不足時に増加）

⑤ PTA清掃活動（平日に集まれる人だけで実施）

⑥ 保護者による検定試験（漢検等）の試験監督

⑦コミュニティ・スクールの活用
（登校時刻の変更、研究発表会の運営）

⑧ 職員間のコミュニケーションの機会確保
（対話の時間の設定）

◆ 県内の事例（中学校）

① 部活動数の見直し（計画的に縮小）

② 学年担任制の導入

③ 清掃時間の見直し（ノー清掃デーの設定）

④ 生徒会による校則等の見直し

⑤ 学校徴収金の口座払い・コンビニ払い

⑥プール清掃業務の外部委託
（学校と教育委員会との連携）

⑦ コミュニティ・スクールの活用
（夜間パトロール、行事・教育活動参画）

⑧ 職員間のコミュニケーションの機会確保
（「働きがい」推進から働き方改革へ）

３⃣ どのように、推進するのか？ ★ 県内の実践例
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●「ピースフル・プラン」「ピース・リスト２０２３」等の活用
【参考】業務の役割分担・適正化する実践例 （「みんなの学校！ピースフル・プラン」より）

◆ 働き方改革の具体的な取組を通した
魅力ある学校づくり・授業づくりに向けた次年度計画の策定へ

対話を通した検討◆ 次年度計画の検討（改善）

３⃣ どのように、推進するのか？ ● 業務改善・業務の適正化
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■ 交流タイム５（隣近所の方と情報交換を！）

● これまでの実践
これから取り組みたいこと等

お互いに情報交換 (^^♪

（投稿欄「交流タイム５」にコメントを返信してみよう ）

具体的な取組を再考してみよう！
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◆ 学校・家庭・地域が
一体となった取組に
するためには

対話が大切

✓ 目指す児童・生徒像の共有
✓ 次年度計画等の説明
✓ 連携・協働体制の構築

◆ 学校・家庭・地域が一体となった取り組みへ

３⃣ どのように、推進するのか？ ● 業務改善・業務の適正化

75



◆ 学校における働き方改革に、特効薬はない。
   解決に時間を要する取組も進めながら･･･

☞ やれそうなことからやる！

◆ 学校だけ、教育委員会だけで完結しない。
それぞれの立場で各々の役割・責任にもとづいて

☞ 自分事としてやる！

☞『私たちのピース・リスト２０２３』を自分事として取り組む

３⃣ どのように、推進するのか？ ● 業務改善・業務の適正化

◆ 学校・家庭・地域が一体となった取り組みへ
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◆  令和８年までの集中取組期間 新しいプランで進めよう！

● 働き方改革推進計画（令和6～8年度版）
『私たちのピース・リスト2023』

https://www.pref.okinawa.jp/kyoiku
/edu/1008490/1008491/1008508/1
024388/1027590.html

◆みんなの学校！
ピースフル・プラン
(全体版)
（動画 17分42秒）

◆私たちのピース・
リスト2023

（動画 7分29秒）

https://www.youtube.com/w
atch?v=E_-ceZCVCQo

https://www.youtube.com
/watch?v=jPvYPNsjRcI

働き方改革推進課（資料）

学校における働き方改革の推進を
よろしくお願いします！

ご清聴ありがとうございました。
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